
















































　私は2012年に次世代人材作りの研修終了後、と
ちぎつばさの会に入会以来、初めての海外研修に参
加することが出来ました。これまで学んできたこと
の集大成の思いもありましたが、なによりも海外経
験豊富な会員の方達と共に行動できるという安心感
が、今回のツアー参加を決定する決め手となったと
思います。
　ベルリンでは通訳のドイツ人シュミットさんが日
本語で温かく私達を出迎えて下さいました。ホテル
の窓から見える風景はとても美しく、日本の紅葉の
季節を彷彿とさせてくれました。彼女の案内で、ホ
テルからは徒歩、バス、電車と乗り継ぎながら途中
目にする街並は、重厚な建造物や広大な並木道など、
とても素晴らしくベルリンの歴史の重みを感じまし
た。

訪問先ベルリン日独センターについて
　センター内は、ドイツ人と結婚され、子供を保育
園に預けながら活躍している日本女性の方から説明
していただきました。ベルリン日独センターは会議
系事業、文化事業、日本語講座、日独人的プログラ
ム、日本に関する情報提供、出版などの事業をつう
じて日独交流及び国際交流を促進し、強化すること
を目指しています。
　また、当センターには図書館が設置されバリアフ
リーの閲覧室には学習用のディスクと読書コーナー、
又お子様用の絵本コーナー、日本文学、児童図書、
などありました。

在ドイツ日本国大使館での講話から
　第二次世界大戦後ドイツの首都はボンでしたが、
東西ドイツが統一した1990年後は首都をボンから
ベルリンに移すという法的決定がなされ、今ではベ
ルリンがドイツ連邦共和国の首都となっています。
ベルリンは、第二次世界大戦後約60年間は東ドイ
ツという別の国の中にあった陸の孤島でした。
　かつては、ベルリンの東西を分割する壁はなかっ
たが、徐々に東から西に行く人が多くなり、それを
阻止するために1960 年に壁ができて以来、東ドイ

ツから簡単には西ドイツ
に行くことができなくな
ってしまった。しかし、
年に１度のクリスマスに
は親族が互いに会いにい
くことは許されていたそ
うです。1989年に壁が
崩され、1990年に東西
ドイツが統一されてから
は現在のような平和な町
になったと話されていた
のがとても印象的でした。
また、女性の活躍につい
ては、ドイツでは今年の３月にクオータ制という女
性の割り当制度を課する法律ができ、来年からは
108 の大企業を対象とし、それぞれの監査役会の
30％は女性に占めさせるということになりました。
女性が活躍していく上で何が必要なのかと言うと、
それを支える社会の考え方やシステムの確立である
と話されていました。
　市民のライフスタイルについては、彼らは休暇を
30日しっかり取得し、会社からも早く帰宅し、家
族や家庭を大切にする考えかたが習慣になっている
そうです。とてもいいなあっと思う事は、ベビーカ
ー持った女性がバス・地下鉄の段差でこまっている
時など、近くの誰かが必ず助けてくれるということ
です。弱者に対する思いやりは、キリスト教的文化
を背景に長く培われてきたことなのだと思います。
また、今年は毎日のようにシリアから多数の難民が
押し寄せて来ているそうですが、彼らがいかに早く
ドイツ社会に溶け込むことができるか。それにはま
ずドイツ語の習得をさせることで、現在そのベース
を作っている最中だそうです。
　今回の研修旅行は、これまで未知の分野であった
ドイツの文化、政治社会問題等に直に触れることの
できた本当に良い機会であったと考えます。そして、
研修で学んできたことを今後活動する上で大いに活
かしていきたいと思っています。

男女共同参画スタディーツアに参加して
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編集後記

　３回目となる今回の海外研修は、企画書を完成するまでに、多くの難題が待ち受けていた。

　前回同様昨年の10月、海外研修実行委員会を立ち上げ、実行委員長の挨拶にもあるように、研修地

をドイツに決め、進めていた。しかし早春にシリア難民問題が発生し、またテロが起きた。そのため実

行委員の中に不安が広まり一時断念した。世界情勢を注視する中で、ドイツ渡航に一定の可能性が見え

たので、計画を復活させた。その後、今度は研修地先との交信がうまく取れない事や、旅行会社との間

で十分に話が煮詰められず、時間ばかりが過ぎていった。

　そんな困難を経てドイツ研修を行い、ドイツの人々の考え方や生き方から多くの事を学んできた。ド

イツは第二次世界大戦で多くの教訓を得た結果、国を挙げて「民主主義」を国民に教え続けている。

“民主主義が国を創り、国を支える” と考えている。素晴らしい国創りを私たち日本も真似をしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とちぎつばさの会　海外研修実行委員会一同







研 修 前

研 修 後
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